
執務空間のありたい姿と方向性

職員が快適に執務をおこない、｢ここで働きたい｣と感じられる空間をつくることが目標

本業務で定める執務環境の方針

どんなに素晴らしい執務環境の方針を策定しても、そこで働く職員が腹落ちしていなければ、慣れない
環境に適応できず、かえって業務効率を落としてしまうことになりかねません。本業務期間から新しい執
務環境の供用開始を見据えて、執務環境調査業務と並行して3つの視点で職員のチェンジマネジメン
トの支援を行い新しい執務環境で効率的な業務を行うことを目指します。

働き方を元に
執務環境を考えるに
あたっては断絶がある

＜働き方の方針＞については既に整備基本構想で定めているのは把握しております。本業務で策定
する＜働き方の方針＞では、職員の働き方・ワークシーンと結びつけて具体化することで、本業務に定め
る執務環境の方針との架け橋となることを目指します。

門真市庁舎エリア整備基本構想 P71
庁舎エリアの基本的な考え方と整備方針 より引用

抽象的な働き方の方針

具体的な執務環境の方針

ワークシーンを基に
具体的形に結びつく
働き方の方針

熟考

グループワーク

リモートワーク

既に定められた働き方の方針と
具体的な執務環境の方針の間の「架け橋」となるような

ワークシーンを定める働き方の方針を設定します

執務環境調査とチェンジマネジメント支援は、仕様書では別の項目に分かれて記載されておりますが、
実際に業務を進めるにあたっては、それぞれの業務が密接に関連すると考えております。互いに補完し、
連携して進めていることが重要です。

架
け
橋

執務環境調査 チェンジマネジメント支援業務

新たな働き方方針
の作成について

本業務で定める働き方の方針の立ち位置

チェンジマネジメントの意義と整理 本業務で定める働き方の方針の立ち位置と想定される課題

庁内展開支援

ワーキングチームの運営・コーディネート支援

各種調査業務 執務環境基本方針の策定

モデルオフィ
ス構築

事例振り返り
ワークショップ

エンゲージメント調査
働き方分類

先進事例
見学会

効果
検証

運用検討
ワークショップ

職員の働き方に対する
意識を把握して
それを踏まえた

計画とすることが重要です。

新しい環境を構築することで
職員の認知をもたらすだけでなく
事前の検証にも繋がります。

今後の庁舎の方針を
検討していくにあたっては

現状の延長線でない目線も必要です。

調べるべきは庁舎の
物理的な状現状だけでは

ありません。

方針を言葉や資料で示しても
実感を持ってもらえません。

ただ単に広報資料を庁内展開
するだけでも方針は浸透しません。

庁内の検討支援

執務環境の調査・計画

庁内展開等の
支援について

効果測定等とさらなる
改善策の提案について

ワーキングチームの
参加者に方針を深く理解してもらい
部内に展開する伝道師となって

浸透を目指します。
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第1回 R6年11月12日(火)
オリエンテーション
インプット＋意見交換ワーク

オカムラオフィス（グランフロント大阪）視察
現状の感じている課題と見学を通して気付いたこと、取り入れたいことをディスカッション

第2回 R6年12月19日(木) 調査結果報告＋意見交換ワーク O-score、ヒアリング等の結果共有

第3回 R7年1月16日(木) インプット＋意見交換
守山市視察
見学を通して気付いたこと、取り入れたいことをディスカッション

第4回 R7年2月18日(火) 働き方の指針を考えるワーク
新たな執務環境構築の指針になるような新たな働き方を検討する
ありたい姿を実現するために重要なオフィスでの活動を考える

第5回 R7年3月21日(金) 新しい執務環境を考えるワーク オフィスでの活動を具体的にイメージし、ありたい姿を実現するために必要な空間の要素を考える

第6回 R7年4月15日(火) レイアウト等検討 3月までの検討結果を踏まえ新しい執務環境の方針を考える

第7回 R7年5月26日(火) レイアウト等検討 デスク周りや働き方の見直しを考える

第8回 R7年6月27日(金) レイアウト等検討 新庁舎のサインの考え方やメンテナンス方法を考える

第9回 R7年7月18日(金) レイアウト等検討 於:オカムラショールーム
新庁舎のサインの考え方やミニマムを考える、役職者席の考え方の意見交換をおこなう
これまで検討したイメージを実機で再確認する

第10回 R7年8月28日(木) レイアウト等検討 於:オカムラショールーム
ABWスペース、職員の快適な働き方やコミュニケーション向上のためのスタイルを考える
ショールームを仮想空間として新庁舎のワークスペースの具体的なイメージを考える

第11回 R7年9月 レイアウト等検討 執務空間や来庁者エリアのプレビューをおこないカタチを整える

第12回 R7年10月 報告会＋働き方イメージするワーク
レイアウト案、サインイメージの報告
新しい執務環境で働くことを想像して使い方を検討する

WT活動のスケジュールと実績
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働き方の空間イメージをまとめました

令和6年度は意識調査等を実施、職員の皆さまへの発散を促していました
同7年度はより具体的にカタチの検討を進めています
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働き方のエリアごとのイメージをまとめました

執務空間とABWスペースの検討のベースとします

職員が気軽に作業できる執務席
部門メンバー同士、周囲の状況を感じながら働くスペース

想定されるアクティビティ

・チームメンバーの状況が感じられる
・マネージャー同士が連携できる
・気負わず自分の意見を伝えたり相談することができる
・効率的に個人作業ができる

エリアのポイント
・オープンで見通しが良い、遠目からでも様子が分かる
・気軽に使える場所（近く）に集中できる席がある（少し隠れられ
る）

執務席エリア ディスカッションエリア

部門メンバーや部門外のメンバーとの相談やディスカッショ
ンをおこなうスペース

想定されるアクティビティ

・チームメンバーとディスカッションできる
・チームメンバーと自然に雑談ができる
・チームメンバーでさっと集まって相談できる
・チームメンバー以外の人と思い立った時に相談できる
・チームメンバー以外の人とじっくりディスカッションできる

エリアのポイント
・明るくて話しやすい雰囲気（植栽、色使いや丸みのある什器）
・会議室とは異なる雰囲気、空間
・オープンすぎない囲われ感
・資料共有のためのモニターがある
・空いていればさっと使える
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職員が気軽に気分転換できるスペース
働くことも雑談することもできる

想定されるアクティビティ

・気兼ねなく気分転換できる
・チームメンバーと自然に雑談ができる

エリアのポイント
・カフェ的な空間
・市民の目が気にならない配置
・ひとりでくつろいで作業ができる

リフレッシュエリア 情報発信エリア

職員の情報や地域の情報に触れられるスペース

想定されるアクティビティ

・庁内外の必要なスキル・経験を持った人を知れる
・地域の物品やサービス・取り組みを知れる
・世の中の製品やサービス・取り組みを知れる

エリアのポイント
・市民にも職員にとっても心地のいい空間
・サイネージで情報が見られる
・旬の情報に触れられる
・実際に物品等に触れられる

働き方のエリアごとのイメージをまとめました

執務空間とABWスペースの検討のベースとします
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すぐに解決できそうなこと問題点と解決方法を検討しました

～新庁舎でいきなり新しい環境となり、カルチャーショックを受けないよう少しずつ順応していただくため～

費用をかけずにすぐに解決できそうな問題点

・移転に向けた片付け →毎週日時を決めて対応する

・モノを減らす習慣

・過去の資料を保存し続けている

→まずは捨てることから始める。今後印刷しない

・ペーパーレス、ペーパーストックレス化

・手続きのオンライン化

・ペーパーレスと業務負担のバランス →方針を改善する

・業務内容の細かさ →寛容になる風土への変化

・業務効率を上げる方法の共有

→業務効率に関する庁内の好事例収集と周知研修

・会議室の効率的運用、空き状況がわかりずらい

→利用が終わったら予約時間の変更を徹底する

→目的を明確にして時間を制限する

・新規事業の調整

・昼休憩が短い（45分） →休み時間を選択できるようにする

・電話内容を録音していない

→録音機能、録音に関するアナウンス導入

・市役所に来ないといけない手続き

→テレビ電話などで対応し申請書は職員が記入

・見えなくてもいい場所が見えている

→見せる場(窓口)と見せない場(席)の精査

・リフレッシュできる場所がない

・体格にあったデスクではない

・立ちながら仕事ができないか

→スタンディングテーブルの導入

・庁内の緑化

→造花などを混ぜながらリースや自前持参も検討

・会議室以外の打合せスペースにモニターがない

・さっと集まって話せる場所がない

費用は掛かるが早く解決できそうな問題点
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仮移転時からでも実施できること

～令和8年度からチャレンジしていただきます～

・移転に向けた片付け →毎週日時を決めて対応する

・モノを減らす習慣

・過去の資料を保存し続けている

→まずは捨てることから始める。今後印刷しない

・ペーパーレス、ペーパーストックレス化

・手続きのオンライン化

・ペーパーレスと業務負担のバランス →方針を改善する

・業務内容の細かさ →寛容になる風土への変化

・業務効率を上げる方法の共有

→業務効率に関する庁内の好事例収集と周知研修

・会議室の効率的運用、空き状況がわかりずらい

→利用が終わったら予約時間の変更を徹底する

→目的を明確にして時間を制限する

・新規事業の調整

・昼休憩が短い（45分） →休み時間を選択できるようにする

・電話内容を録音していない

→録音機能、録音に関するアナウンス導入

・庁内の緑化

→造花などを混ぜながらリースや自前持参も検討

・気持ちが向上しないときの休養

→有休とは別の特別休暇、余った年次休暇の繰り越し

・窓口が予約制ではない →窓口の予約制導入

・窓口時間の短縮

→窓口終了時間の前倒し

→変則勤務での対応(1回/月程度の夜間窓口)

→オンライン化

・勤務時間の柔軟性 →フレックスの活用

・服装のカジュアル化 →トップダウン、ボトムアップ

・業務の棚卸ができていない



WT活動にとどまらず、庁内全体への情報発信を開始しました

ワークスタイル通信を発行しました
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更に上層部へも新しい執務空間のイメージを理解していただきます

～庁内の検討委員会等で合意形成支援をおこなっています～
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論より証拠

～先進事例のご紹介をしています～
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他市先進事例を参照していただき、WT活動におけるイメージアップを図っています

滋賀県守山市 令和7年1月視察
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これまでWTで検討してきたイメージを具体的な目線により実機で確認していただきました
令和7年7月視察 於:オカムラ大阪ショールーム
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働き方タイプ分類から理想のオフィスを考える～8月度働き方･レイアウト等検討ＷＴテーマ

各課ヒアリングの際、それぞれの所属における特性を数値により度合を表現していただいた結果から分類しました
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働き方タイプ分類から理想のオフィスを考える～8月度働き方･レイアウト等検討ＷＴテーマ

連携型

共創型
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働き方タイプ分類から理想のオフィスを考える～8月度働き方･レイアウト等検討ＷＴテーマ

WTで検討したカタチはピース状態でした。
そこへ各課の特性を踏まえた分類をおこない、
レイアウトイメージとしました。

ここで働くをキーワードとしてメンバーの意見をまとめます。

効率型

探求型

調整型


